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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】設置スペースやコストが増大するのを防止しつ
つ、並進３方向の共振周波数による振動の増幅を抑制す
ることができるダイナミックダンパを提供すること。
【解決手段】内筒部材１２およびマス部材１３の間の隙
間がＸ方向とＹ方向とで異なる大きさとなるように、内
筒部材１２をＸ方向とＹ方向で異形状に形成し、マス部
材１３の内周部に周方向に延在する突起部１５を形成し
、突起部１５がＺ方向に対して前後方向に傾斜する傾斜
面１５ａを有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
制振対象部材に取付けられる内筒部材と、前記内筒部材の周囲に前記内筒部材と同軸状に
設けられた筒状の質量体と、前記内筒部材および前記質量体の間に設けられ、前記質量体
と前記内筒部材とを弾性的に連結する弾性体とを備えたダイナミックダンパにおいて、
　前記内筒部材および前記質量体の間の隙間が第１の方向と前記第１の方向と直交する第
２の方向とで異なる大きさとなるように、前記内筒部材または質量体を前記第１の方向と
前記第２の方向で異形状に形成し、
　前記質量体の内周部または前記弾性体の外周部のいずれか一方に、前記質量体の内周部
または前記弾性体の外周部のいずれか他方に係合する突起部を形成し、前記突起部が、前
記第１の方向および前記第２の方向と直交する第３の方向に対して前後方向に傾斜する傾
斜面を有することを特徴とするダイナミックダンパ。
【請求項２】
制振対象部材に取付けられる内筒部材と、前記内筒部材の周囲に前記内筒部材と同軸状に
設けられた筒状の質量体と、前記内筒部材および前記質量体の間に設けられ、前記質量体
と前記内筒部材とを弾性的に連結する弾性体とを備えたダイナミックダンパにおいて、
　前記弾性体は、第１の方向と直交する第２の方向に前記内筒部材を挟んで対向する穴を
有し、
　前記質量体の内周部または前記弾性体の外周部のいずれか一方に、前記質量体の内周部
または前記弾性体の外周部のいずれか他方に係合する突起部を形成し、前記突起部が、前
記第１の方向および前記第２の方向と直交する第３の方向に対して前後方向に傾斜する傾
斜面を有することを特徴とするダイナミックダンパ。
【請求項３】
前記第１の方向および前記第２の方向において前記質量体の肉厚を異ならせるとともに、
前記弾性体の外周部に係合部を設け、前記係合部が前記第３の方向を回転中心とした軸周
りに対して前記質量体の内周部に係合する傾斜面を有することを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載のダイナミックダンパ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダイナミックダンパに関し、特に、制振対象部材の共振周波数による振動の
増幅を抑制することができるダイナミックダンパに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、共振周波数による振動の増幅を抑制するために、制振対象部材にダイナミッ
クダンパを取付けたものが知られている。このダイナミックダンパは、制振対象部材に対
して弾性体を介して質量体が弾性的に支持されるようになっており、ダイナミックダンパ
の固有振動数を制振対象部材の共振周波数にチューニングすることにより、特定の周波数
域の振動に対して制振効果を発揮するようにしている。具体的には、質量体の質量と弾性
体の剛性（ばね定数）を適当に設定することにより、ダイナミックダンパの固有振動数が
チューニングされるようになっている。
【０００３】
　ところで、制振対象部材から入力される共振周波数や振動の入力方向は様々に異なる場
合がある。例えば、自動車等の車両に搭載される内燃機関と車体とを連結するトルクロッ
ドを制振対象部材とした場合には、トルクロッドには互いに直交するＸ方向、Ｙ方向、Ｚ
方向のそれぞれの並進３方向と、Ｘ軸周り、Ｙ軸周り、Ｚ軸周りの回転３方向の６方向の
剛体共振が存在してしまうため、複数の共振周波数による振動の増幅を抑制する必要があ
る。
【０００４】
　このように複数の共振周波数による振動の増幅を抑制することができるダイナミックダ
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ンパとしては、水平方向および垂直方向の共振周波数を異ならせるようにしたものがある
（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平９－１１２５３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このような従来のダイナミックダンパにあっては、水平方向および垂直
方向の並進２方向の共振の抑制を図ることしかできず、水平方向（例えば、Ｘ方向）およ
び垂直方向（例えば、Ｙ方向）に対して直交する方向（例えば、Ｚ方向）の共振の抑制を
図るためには、新たなダイナミックダンパが必要になってしまう。
【０００６】
　このため、ダイナミックダンパの部品点数が増大してしまい、ダイナミックダンパの設
置スペースが増大してしまうとともに、多数のダイナミックダンパが必要になる分だけ、
ダイナミックダンパのコストが増大してしまうという問題が発生してしまう。
【０００７】
　本発明は、上述のような従来の問題を解決するためになされたもので、設置スペースや
コストが増大するのを防止しつつ、並進３方向の共振周波数による振動の増幅を抑制する
ことができるダイナミックダンパを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るダイナミックダンパは、上記目的を達成するため、（１）制振対象部材に
取付けられる内筒部材と、前記内筒部材の周囲に前記内筒部材と同軸状に設けられた筒状
の質量体と、前記内筒部材および前記質量体の間に設けられ、前記質量体と前記内筒部材
とを弾性的に連結する弾性体とを備えたダイナミックダンパにおいて、前記内筒部材およ
び前記質量体の間の隙間が第１の方向と前記第１の方向と直交する第２の方向とで異なる
大きさとなるように、前記内筒部材または質量体を前記第１の方向と前記第２の方向で異
形状に形成し、前記質量体の内周部または前記弾性体の外周部のいずれか一方に、前記質
量体の内周部または前記弾性体の外周部のいずれか他方に係合する突起部を形成し、前記
突起部が、前記第１の方向および前記第２の方向と直交する第３の方向に対して前後方向
に傾斜する傾斜面を有するものから構成されている。
【０００９】
　この構成により、内筒部材および質量体の間の隙間が第１の方向と第１の方向と直交す
る第２の方向とで異なる大きさとなるように、内筒部材または質量体を第１の方向と第２
の方向で異形状に形成したので、内筒部材および質量体の間の隙間の大きさを調整するこ
とにより、内筒部材および質量体の間に介装される弾性体の形状を第１の方向と第２の方
向とで異なる形状にすることができる。このため、第１の方向と第２の方向とで弾性体の
剛性を異ならせることができる。
【００１０】
　また、質量体の内周部または弾性体の外周部のいずれか一方に、質量体の内周部または
弾性体の外周部のいずれか他方に係合する突起部を形成し、突起部が、第１の方向および
第２の方向と直交する第３の方向に対して前後方向に傾斜する傾斜面を有するので、突起
部の傾斜面の傾斜角度を小さくした場合に、突起部への弾性体の当接面積を小さくして第
３の方向の弾性体の剛性を小さくするように調整し、突起部の傾斜面の傾斜角度を大きく
した場合に、突起部への弾性体の当接面積を大きくして第３の方向の弾性体の剛性を大き
くするように調整することができる。
【００１１】
　このため、弾性体の剛性、すなわち、共振周波数を互いに直交する第１の方向、第２の
方向および第３の方向で異ならせることができ、並進３方向の異なる共振周波数による振
動の増幅を抑制することができる。また、単一のダイナミックダンパを用いて並進３方向
の異なる共振周波数による振動の増幅を抑制することができるので、ダイナミックダンパ
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の設置スペースやコストが増大するのを防止することができる。
【００１２】
　本発明に係るダイナミックダンパは、上記目的を達成するため、（２）制振対象部材に
取付けられる内筒部材と、前記内筒部材の周囲に前記内筒部材と同軸状に設けられた筒状
の質量体と、前記内筒部材および前記質量体の間に設けられ、前記質量体と前記内筒部材
とを弾性的に連結する弾性体とを備えたダイナミックダンパにおいて、前記弾性体は、第
１の方向と直交する第２の方向に前記内筒部材を挟んで対向する穴を有し、前記質量体の
内周部または前記弾性体の外周部のいずれか一方に、前記質量体の内周部または前記弾性
体の外周部のいずれか他方に係合する突起部を形成し、前記突起部が、前記第１の方向お
よび前記第２の方向と直交する第３の方向に対して前後方向に傾斜する傾斜面を有するも
のから構成されている。
【００１３】
　この構成により、弾性体が、第１の方向と直交する第２の方向に前記内筒部材を挟んで
対向する穴を有するので、穴の大きさを調整することにより、内筒部材および質量体の間
に介装される弾性体の剛性を、第１の方向と第２の方向とで異ならせることができる。
【００１４】
　また、質量体の内周部または弾性体の外周部のいずれか一方に、質量体の内周部または
弾性体の外周部のいずれか他方に係合する突起部を形成し、突起部が、第１の方向および
第２の方向と直交する第３の方向に対して前後方向に傾斜する傾斜面を有するので、突起
部の傾斜面の傾斜角度を小さくした場合に、突起部への弾性体の当接面積を小さくして第
３の方向の弾性体の剛性を小さくするように調整し、突起部の傾斜面の傾斜角度を大きく
した場合に、突起部への弾性体の当接面積を大きくして第３の方向の弾性体の剛性を大き
くするように調整することができる。
【００１５】
　このため、弾性体の剛性、すなわち、共振周波数を互いに直交する第１の方向、第２の
方向および第３の方向で異ならせることができ、並進３方向の異なる共振周波数による振
動の増幅を抑制することができる。また、単一のダイナミックダンパを用いて並進３方向
の異なる共振周波数による振動の増幅を抑制することができるので、ダイナミックダンパ
の設置スペースやコストが増大するのを防止することができる。
【００１６】
　また、上記（１）または（２）に記載のダイナミックダンパにおいて、（３）前記第１
の方向および前記第２の方向において前記質量体の肉厚を異ならせるとともに、前記弾性
体の外周部に係合部を設け、前記係合部が前記第３の方向を回転中心とした軸周りに対し
て前記質量体の内周部に係合する傾斜面を有するものから構成されている。
【００１７】
　この構成により、第１の方向および第２の方向において質量体の肉厚を異ならせるよう
にしたので、質量体が第１の方向および第２の方向を回転中心とした軸周りに回転したと
きの慣性モーメントを調整することができ、第１の方向および第２の方向を回転中心とし
た軸周りの共振周波数を異ならせることができる。
【００１８】
　また、弾性体の外周部に係合部を設け、係合部が第３の方向を回転中心とした軸周りに
対して質量体の内周部に係合する傾斜面を有するので、係合部の傾斜面の傾斜角度を小さ
くした場合に、弾性体が質量体に当接するときの当接面積を小さくして第３の方向を回転
中心とした軸周りの弾性体の剛性を小さくするように調整し、係合部の傾斜面の傾斜角度
を大きくした場合に、弾性体が質量体に当接するときの当接面積を大きくして第３の方向
を回転中心とした軸周りの弾性体の剛性を大きくするように調整することができる。この
ため、第３の方向を回転中心とした軸周りの共振周波数を調整することができる。
【００１９】
　この結果、単一のダイナミックダンパを用いて並進３方向の異なる共振周波数による振
動の増幅を抑制することができることに加えて、回転３方向の異なる共振周波数による振
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動の増幅を抑制することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、設置スペースやコストが増大するのを防止しつつ、並進３方向の共振
周波数による振動の増幅を抑制することができるダイナミックダンパを提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明に係るダイナミックダンパの実施の形態について、図面を用いて説明する
。
（第１の実施の形態）
　図１、図２は、本発明に係るダイナミックダンパの第１の実施の形態を示す図である。
　まず、構成を説明する。
　図１において、トルクロッド１は、長手方向両端に設けた弾性体２、３を介してパワー
ユニット４と車体５とを弾性的に連結している。パワーユニット４は自動車等の車両に搭
載された内燃機関であるエンジンとトランスミッションを一体化したものであり、例えば
、ＦＦ（フロントドライブ・フロントアクスル）車に横置きされている。
【００２２】
　トルクロッド１は、長手方向両端の円筒部６、７が軸部１０を介して連結されていると
ともに、円筒部６、７の内周部が弾性体２、３を介して内筒部８、９の外周部に連結され
ており、この内筒部８、９が図示しないボルトによってパワーユニット４および車体５に
取付けられている。
【００２３】
　また、トルクロッド１は、制振対象部材を構成しており、トルクロッド１の軸部１０に
はダイナミックダンパ１１が取付けられている。このダイナミックダンパ１１は、それぞ
れ直交するＸ方向、Ｙ方向およびＺ方向の固有振動数がパワーユニット４を介してトルク
ロッド１に入力される共振周波数にチューニングされており、Ｘ方向、Ｙ方向およびＺ方
向における特定の周波数域の振動に対して制振効果を発揮し、パワーユニット４から車体
５に入力される振動を吸収するようになっている。
【００２４】
　図２に示すように、ダイナミックダンパ１１は、トルクロッド１に取付けられる内筒部
材１２と、内筒部材１２の周囲に内筒部材１２と同軸状に設けられた筒状の質量体である
マス部材１３と、内筒部材１２およびマス部材１３の間に設けられ、マス部材１３と内筒
部材１２とを弾性的に連結する弾性体としてのゴム部材１４とを備えており、ゴム部材１
４は、内筒部材１２の外周部とマス部材１３の内周部に加硫接着されている。
【００２５】
　また、内筒部材１２にはボルト穴１２ａが設けられており、このボルト穴１２ａを通し
てトルクロッド１にボルトを螺合することにより、マス部材１３がゴム部材１４を介して
トルクロッド１に弾性的に連結されている。なお、図１では、ボルトを図示省略してボル
ト穴１２ａを図示している。
【００２６】
　一方、内筒部材１２およびマス部材１３の間の隙間Ａ１、Ａ２が第１の方向であるＸ方
向（車両の上下方向）と第１の方向と直交する第２の方向であるＹ方向（車両の前後方向
）とで異なる大きさとなるように、内筒部材１２がＸ方向とＹ方向とで異形状に形成され
ている。
【００２７】
　すなわち、内筒部材１２は、隙間Ａ１が隙間Ａ２よりも長くなるように横長に形成され
ており、マス部材１３は、円状に形成されている。このため、ゴム部材１４は、内筒部材
１２を挟んでＸ方向の幅がＹ方向の幅に対して長くなっている。
【００２８】



(6) JP 2010-53966 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

　また、マス部材１３の内周部には突起部１５が形成されており、この突起部１５は、マ
ス部材１３の周方向に延在している。また、内筒部材１２の外周部には溝部１６が形成さ
れており、この溝部１６は、突起部１５に対向して内筒部材１２の周方向に延在している
。
【００２９】
　また、突起部１５および溝部１６は、Ｘ方向およびＹ方向と直交する第３の方向である
Ｚ方向（車両の幅方向）に対して前後方向（Ｚ方向）に傾斜する傾斜面１５ａ、１６ａを
それぞれ有している。
【００３０】
　本実施の形態では、パワーユニット４を介してトルクロッド１がＸ方向、Ｙ方向および
Ｚ方向に振動したときに、ゴム部材１４を介してマス部材１３が振動することにより、Ｘ
方向、Ｙ方向およびＺ方向の共振周波数による振動を吸収するようになっている。
【００３１】
　すなわち、本実施の形態では、内筒部材１２およびマス部材１３の間の隙間がＸ方向と
Ｙ方向とで異なる大きさとなるように、内筒部材１２をＸ方向とＹ方向で異形状に形成し
たので、内筒部材１２およびマス部材１３の間の隙間Ａ１、Ａ２の大きさを調整すること
により、内筒部材１２およびマス部材１３の間に介装されるゴム部材１４の形状をＸ方向
とＹ方向とで異なる形状にすることができる。このため、Ｘ方向とＹ方向とでゴム部材１
４の剛性を異ならせることができる。
【００３２】
　また、マス部材１３の内周部に周方向に延在する突起部１５を形成し、突起部１５に、
Ｚ方向に対して前後方向に傾斜する傾斜面１５ａを設けたので、突起部１５の傾斜面１５
ａの傾斜角度を小さくした場合に、突起部１５へのゴム部材１４の当接面積を少なくして
Ｚ方向のゴム部材１４の剛性を小さくするように調整し、突起部１５の傾斜面１５ａの傾
斜角度を大きくした場合に、突起部１５へのゴム部材１４の当接面積を大きくしてＺ方向
のゴム部材１４の剛性を大きくするように調整することができる。
【００３３】
　このため、ゴム部材１４の剛性、すなわち、固有振動数を互いに直交するＸ方向、Ｙ方
向およびＺ方向で異ならせることができ、並進３方向の異なる共振周波数による振動の増
幅を抑制することができる。
【００３４】
　また、本実施の形態では、単一のダイナミックダンパ１１を用いて並進３方向の異なる
共振周波数による振動の増幅を抑制することができるので、ダイナミックダンパ１１の設
置スペースやコストが増大するのを防止することができる。
【００３５】
　また、本実施の形態では、マス部材１３の内周部に突起部１５を設けるとともに、内筒
部材１２の外周部に溝部１６を設け、ゴム部材１４を突起部１５および溝部１６によって
挟み込むようにしているので、ゴム部材１４がＺ方向に抜け出てしまうのを防止すること
ができる。
【００３６】
　なお、本実施の形態では、マス部材１３の内周部に突起部１５を設けているが、ゴム部
材１４の外周部に突起部を設け、この突起部の傾斜面の傾斜角度を調整することにより、
ゴム部材１４の剛性を調整してもよい。
【００３７】
（第２の実施の形態）
　図３は、本発明に係るダイナミックダンパの第２の実施の形態を示す図である。なお、
本実施の形態では、トルクロッド１に取付けられるダイナミックダンパの構成が異なるの
みであり、その他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００３８】
　図３において、ダイナミックダンパ２１は、トルクロッド１に取付けられる内筒部材２
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２と、内筒部材２２の周囲に内筒部材２２と同軸状に設けられた筒状の質量体であるマス
部材２３と、内筒部材２２およびマス部材２３の間に設けられ、マス部材２３と内筒部材
２２とを弾性的に連結する弾性体としてのゴム部材２４とを備えており、ゴム部材２４は
、内筒部材２２の外周部とマス部材２３の内周部に加硫接着されている。
【００３９】
　また、内筒部材２２にはボルト穴２２ａが設けられており、このボルト穴２２ａを通し
てトルクロッド１にボルトを螺合することにより、マス部材２３がゴム部材２４を介して
トルクロッド１に弾性的に連結されている。
【００４０】
　マス部材２３および内筒部材２２の間に設けられる弾性体としてのゴム部材２４は第１
の方向であるＹ方向（車両の前後方向）と直交する第２の方向であるＸ方向（車両の上下
方向）に内筒部材２２を挟んで対向する穴２４ａが形成されている。また、マス部材２３
および内筒部材２２は、いずれも円状に形成されている。
【００４１】
　また、マス部材２３の内周部には突起部２５が形成されており、この突起部２５は、マ
ス部材２３の周方向に延在している。また、内筒部材２２の外周部には溝部２６が形成さ
れており、この溝部２６は、突起部２５に対向して内筒部材２２の周方向に延在している
。
【００４２】
　また、突起部２５および溝部２６は、Ｘ方向およびＹ方向と直交する第３の方向である
Ｚ方向（車両の幅方向）に対して前後方向（Ｚ方向）に傾斜する傾斜面２５ａ、２６ａを
それぞれ有している。
【００４３】
　本実施の形態では、ゴム部材２４が、Ｘ方向において内筒部材２２を挟んで対向する穴
２４ａを有するので、穴２４ａの大きさを調整することにより、内筒部材２２およびマス
部材２３の間に介装されるゴム部材２４の剛性をＸ方向とＹ方向とで異ならせることがで
きる。
【００４４】
　また、マス部材２３の内周部に周方向に延在する突起部２５を形成し、突起部２５、Ｚ
方向に対して前後方向に傾斜する傾斜面２５ａを設けたので、突起部２５の傾斜面２５ａ
の傾斜角度を小さくした場合に、突起部２５へのゴム部材２４の当接面積を少なくしてＺ
方向のゴム部材２４の剛性を小さくするように調整し、突起部２５の傾斜面２５ａの傾斜
角度を大きくした場合に、突起部２５へのゴム部材２４の当接面積を大きくしてＺ方向の
ゴム部材２４の剛性を大きくするように調整することができる。
【００４５】
　このため、ゴム部材２４の剛性、すなわち、固有振動数を互いに直交するＸ方向、Ｙ方
向およびＺ方向で異ならせることができ、並進３方向の異なる共振周波数による振動の増
幅を抑制することができる。
【００４６】
　また、本実施の形態では、単一のダイナミックダンパ２１を用いて並進３方向の異なる
共振周波数による振動の増幅を抑制することができるので、ダイナミックダンパ２１の設
置スペースやコストが増大するのを防止することができる。
【００４７】
　なお、本実施の形態では、マス部材２３の内周部に突起部２５を設けているが、ゴム部
材２４の外周部に突起部を設け、この突起部の傾斜面の傾斜角度を調整することにより、
ゴム部材２４の剛性を調整してもよい。
【００４８】
　また、ゴム部材２４のＸ方向において内筒部材２２を挟んで対向する穴２４ａを形成し
ているが、ゴム部材２４のＹ方向において内筒部材２２を挟んで対向する穴を形成しても
よい。
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【００４９】
（第３の実施の形態）
　図４は、本発明に係るダイナミックダンパの第３の実施の形態を示す図である。なお、
本実施の形態では、トルクロッド１に取付けられるダイナミックダンパの構成が異なるの
みであり、その他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００５０】
　一方、内筒部材３２およびマス部材３３の間の隙間Ｂ１、Ｂ２が第１の方向であるＸ方
向（車両の上下方向）と第１の方向と直交する第２の方向であるＹ方向（車両の前後方向
）とで異なる大きさとなるように、マス部材３３がＸ方向とＹ方向とで異形状に形成され
ている。
【００５１】
　すなわち、マス部材３３は、隙間Ｂ１が隙間Ｂ２よりも長くなるように縦長に形成され
ており、内筒部材３２は、円状に形成されている。このため、ゴム部材３４は、内筒部材
３２を挟んでＸ方向の幅がＹ方向の幅に対して長くなっている。
【００５２】
　また、マス部材３３の内周部には突起部３５が形成されており、この突起部３５は、マ
ス部材３３の周方向に延在している。また、内筒部材３２の外周部には溝部３６が形成さ
れており、この溝部３６は、突起部３５に対向して内筒部材３２の周方向に延在している
。
【００５３】
　また、突起部３５および溝部３６は、Ｘ方向およびＹ方向と直交する第３の方向である
Ｚ方向（車両の幅方向）に対して前後方向（Ｚ方向）に傾斜する傾斜面３５ａ、３６ａを
それぞれ有している。
【００５４】
　本実施の形態では、内筒部材３２およびマス部材３３の間の隙間がＸ方向とＹ方向とで
異なる大きさとなるように、マス部材３３をＸ方向とＹ方向で異形状に形成したので、内
筒部材３２およびマス部材３３の間の隙間Ｂ１、Ｂ２の大きさを調整することにより、内
筒部材３２およびマス部材３３の間に介装されるゴム部材３４の形状をＸ方向とＹ方向と
で異なる形状にすることができる。このため、Ｘ方向とＹ方向とでゴム部材３４の剛性を
異ならせることができる。
【００５５】
　また、マス部材３３の内周部に周方向に延在する突起部３５を形成し、突起部３５に、
Ｚ方向に対して前後方向に傾斜する傾斜面３５ａを設けたので、突起部３５の傾斜面３５
ａの傾斜角度を小さくした場合に、突起部３５へのゴム部材３４の当接面積を少なくして
Ｚ方向のゴム部材３４の剛性を小さくするように調整し、突起部３５の傾斜面３５ａの傾
斜角度を大きくした場合に、突起部３５へのゴム部材３４の当接面積を大きくしてＺ方向
のゴム部材３４の剛性を大きくするように調整することができる。
【００５６】
　このため、ゴム部材３４の剛性、すなわち、固有振動数を互いに直交するＸ方向、Ｙ方
向およびＺ方向で異ならせることができ、並進３方向の異なる共振周波数による振動の増
幅を抑制することができる。
【００５７】
　また、本実施の形態では、単一のダイナミックダンパ３１を用いて並進３方向の異なる
共振周波数による振動の増幅を抑制することができるので、ダイナミックダンパ３１の設
置スペースやコストが増大するのを防止することができる。
【００５８】
　なお、本実施の形態では、マス部材３３の内周部に突起部３５を設けているが、ゴム部
材３４の外周部に突起部を設け、この突起部の傾斜面の傾斜角度を調整することにより、
ゴム部材３４の剛性を調整してもよい。
【００５９】
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（第４の実施の形態）
　図５、図６は、本発明に係るダイナミックダンパの第４の実施の形態を示す図である。
なお、本実施の形態では、トルクロッド１に取付けられるダイナミックダンパの構成が異
なるのみであり、その他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００６０】
　図５、図６において、ダイナミックダンパ４１は、トルクロッド１に取付けられる内筒
部材４２と、内筒部材４２の周囲に内筒部材４２と同軸状に設けられた筒状の質量体であ
るマス部材４３と、内筒部材４２およびマス部材４３の間に設けられ、マス部材４３と内
筒部材４２とを弾性的に連結する弾性体としてのゴム部材４４とを備えており、ゴム部材
４４は、内筒部材４２の外周部とマス部材４３の内周部に加硫接着されている。
【００６１】
　また、内筒部材４２にはボルト穴４２ａが設けられており、このボルト穴４２ａを通し
てトルクロッド１にボルトを螺合することにより、マス部材４３がゴム部材４４を介して
トルクロッド１に弾性的に連結されている。
【００６２】
　一方、内筒部材４２およびマス部材４３の間の隙間Ｃ１、Ｃ２が第１の方向であるＸ方
向（車両の上下方向）と第１の方向と直交する第２の方向であるＹ方向（車両の前後方向
）とで異なる大きさとなるように、内筒部材４２がＸ方向とＹ方向とで異形状に形成され
ている。
【００６３】
　すなわち、内筒部材４２は、隙間Ｃ１が隙間Ｃ２よりも長くなるように横長に形成され
ている。このため、ゴム部材４４は、内筒部材４２を挟んでＸ方向の幅がＹ方向の幅に対
して長くなっている。
【００６４】
　また、マス部材４３の内周部には突起部４５が形成されており、この突起部４５は、マ
ス部材４３の周方向に延在している。また、内筒部材４２の外周部には溝部４６が形成さ
れており、この溝部４６は、突起部４５に対向して内筒部材４２の周方向に延在している
。
【００６５】
　また、突起部４５および溝部４６は、Ｘ方向およびＹ方向と直交する第３の方向である
Ｚ方向（車両の幅方向）に対して前後方向（Ｚ方向）に傾斜する傾斜面４５ａ、４６ａを
それぞれ有している。また、マス部材４３の肉厚は、Ｘ方向およびＹ方向において異なっ
ており、マス部材４３のＸ方向の肉厚Ｃ３がＹ方向の肉厚Ｃ４に対して小さくなっている
。
【００６６】
　また、ゴム部材４４の外周部には係合部としての突起部４７が設けられており、この突
起部４７は、ゴム部材４４の周方向に等間隔で設けられている。また、マス部材４３の内
周部には溝部４８が設けられており、この溝部４８には突起部４７が係合するようになっ
ている。
【００６７】
　突起部４７は、Ｚ方向を回転中心とした軸周りに対して溝部４８に係合する傾斜面４７
ａを有しており、溝部４８は、傾斜面４７ａと同じ傾斜角度の傾斜面４８ａを有している
。なお、突起部４５は、マス部材４３のＺ方向の中央部に設けられているため、溝部４８
は突起部４５を除いたマス部材４３の内周部に設けられている。
【００６８】
　本実施の形態では、パワーユニット４を介してトルクロッド１がＸ方向、Ｙ方向、Ｚ方
向、Ｘ方向を回転中心とした軸周り、Ｙ方向を回転中心とした軸周りおよびＺ方向を回転
中心とした軸周りに振動したときに、ゴム部材４４を介してマス部材４３が振動すること
により、Ｘ方向、Ｙ方向、Ｚ方向、Ｘ方向を回転中心とした軸周り、Ｙ方向を回転中心と
した軸周りおよびＺ方向を回転中心とした軸周りの共振周波数による振動を吸収するよう
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になっている。
【００６９】
　すなわち、本実施の形態では、内筒部材４２およびマス部材４３の間の隙間がＸ方向と
Ｙ方向とで異なる大きさとなるように、内筒部材４２をＸ方向とＹ方向で異形状に形成し
たので、内筒部材４２およびマス部材４３の間の隙間Ｃ１、Ｃ２の大きさを調整すること
により、内筒部材４２およびマス部材４３の間に介装されるゴム部材４４の形状をＸ方向
とＹ方向とで異なる形状にすることができる。このため、Ｘ方向とＹ方向とでゴム部材４
４の剛性、すなわち、固有振動数を異ならせることができる。
【００７０】
　また、マス部材４３の内周部に周方向に延在する突起部４５を形成し、突起部４５に、
Ｚ方向に対して前後方向に傾斜する傾斜面４５ａを設けたので、突起部４５の傾斜面４５
ａの傾斜角度を小さくした場合に、突起部４５へのゴム部材４４の当接面積を少なくして
Ｚ方向のゴム部材４４の剛性を小さくするように調整し、突起部４５の傾斜面４５ａの傾
斜角度を大きくした場合に、突起部４５へのゴム部材４４の当接面積を大きくしてＺ方向
のゴム部材４４の剛性を大きくするように調整することができ、ゴム部材４４のＺ方向の
固有振動数を調整することができる。
【００７１】
　また、Ｘ方向およびＹ方向においてマス部材４３の肉厚を異ならせるようにしたので、
マス部材４３がＸ方向およびＹ方向を回転中心とした軸周りに回転したときの慣性モーメ
ントを調整することができ、Ｘ方向およびＹ方向を回転中心として軸周りの固有振動数を
異ならせることができる。
【００７２】
　また、ゴム部材４４の外周部に突起部４７を設け、突起部４７がＺ方向を回転中心とし
た軸周りに対してマス部材４３の内周部に係合する傾斜面４７ａを有するので、突起部４
７の傾斜面４７ａの傾斜角度を小さくした場合に、ゴム部材４４がマス部材４３に当接す
るときの当接面積を小さくしてＺ方向を回転中心とした軸周りのゴム部材４４の剛性を小
さくするように調整し、突起部４７の傾斜面４７ａの傾斜角度を大きくした場合に、ゴム
部材４４がマス部材４３に当接するときの当接面積を大きくしてＺ方向を回転中心とした
軸周りのゴム部材４４の剛性を大きくするように調整することができる。このため、Ｚ方
向を回転中心とした軸周りの固有振動数を調整することができる。
【００７３】
　この結果、単一のダイナミックダンパ４１を用いて並進３方向の異なる共振周波数によ
る振動の増幅を抑制することができることに加えて、回転３方向の異なる共振周波数によ
る振動の増幅を抑制することができ、ダイナミックダンパ４１の設置スペースやコストが
増大するのを防止することができる。
【００７４】
　なお、本実施の形態では、マス部材４３の内周部に突起部４５を設けているが、ゴム部
材４４の外周部に突起部を設け、この突起部の傾斜面の傾斜角度を調整することにより、
ゴム部材４４の剛性を調整してもよい。
【００７５】
（第５の実施の形態）
　図７、図８は、本発明に係るダイナミックダンパの第５の実施の形態を示す図である。
なお、本実施の形態では、トルクロッド１に取付けられるダイナミックダンパの構成が異
なるのみであり、その他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００７６】
　図７、図８において、ダイナミックダンパ５１は、トルクロッド１に取付けられる内筒
部材５２と、内筒部材５２の周囲に内筒部材５２と同軸状に設けられた筒状の質量体であ
るマス部材５３と、内筒部材５２およびマス部材５３の間に設けられ、マス部材５３と内
筒部材５２とを弾性的に連結する弾性体としてのゴム部材５４とを備えており、ゴム部材
５４は、内筒部材５２の外周部とマス部材５３の内周部に加硫接着されている。
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【００７７】
　また、内筒部材５２にはボルト穴５２ａが設けられており、このボルト穴５２ａを通し
てトルクロッド１にボルトを螺合することにより、マス部材５３がゴム部材５４を介して
トルクロッド１に弾性的に連結されている。
【００７８】
　マス部材５３および内筒部材５２の間に設けられる弾性体としてのゴム部材５４は第１
の方向であるＹ方向（車両の前後方向）と直交する第２の方向であるＸ方向（車両の上下
方向）に内筒部材５２を挟んで対向する穴５４ａが形成されている。また、内筒部材５２
は、円状に形成されている。
【００７９】
　また、マス部材５３の内周部には突起部５５が形成されており、この突起部５５は、マ
ス部材５３の周方向に延在している。また、内筒部材５２の外周部には溝部５６が形成さ
れており、この溝部５６は、突起部５５に対向して内筒部材５２の周方向に延在している
。
【００８０】
　また、突起部５５および溝部５６は、Ｘ方向およびＹ方向と直交する第３の方向である
Ｚ方向（車両の幅方向）に対して前後方向（Ｚ方向）に傾斜する傾斜面５５ａ、５６ａを
それぞれ有している。また、マス部材５３の肉厚は、Ｘ方向およびＹ方向において異なっ
ており、マス部材５３のＸ方向の肉厚Ｃ３がＹ方向の肉厚Ｃ４に対して小さくなっている
。
【００８１】
　また、ゴム部材５４の外周部には係合部としての突起部５７が設けられており、この突
起部５７は、ゴム部材５４の周方向に等間隔で設けられている。また、マス部材５３の内
周部には溝部５８が設けられており、この溝部５８には突起部５７が係合するようになっ
ている。
【００８２】
　突起部５７は、Ｚ方向を回転中心とした軸周りに対して溝部５８に係合する傾斜面５７
ａを有しており、溝部５８は、傾斜面５７ａと同じ傾斜角度の傾斜面５８ａを有している
。なお、突起部５５は、マス部材５３のＺ方向の中央部に設けられているため、溝部５８
は突起部５５を除いたマス部材５３の内周部に設けられている。
【００８３】
　本実施の形態では、ゴム部材５４が、Ｘ方向において内筒部材５２を挟んで対向する穴
５４ａを有するので、穴５４ａの大きさを調整することにより、内筒部材５２およびマス
部材５３の間に介装されるゴム部材５４の剛性、すなわち、固有振動数をＸ方向とＹ方向
とで異ならせることができる。
【００８４】
　また、マス部材５３の内周部に周方向に延在する突起部５５を形成し、突起部５５に、
Ｚ方向に対して前後方向に傾斜する傾斜面５５ａを設けたので、突起部５５の傾斜面５５
ａの傾斜角度を小さくした場合に、突起部５５へのゴム部材５４の当接面積を少なくして
Ｚ方向のゴム部材５４の剛性を小さくするように調整し、突起部５５の傾斜面５５ａの傾
斜角度を大きくした場合に、突起部５５へのゴム部材５４の当接面積を大きくしてＺ方向
のゴム部材５４の剛性を大きくするように調整することができ、ゴム部材５４のＺ方向の
固有振動数を調整することができる。
【００８５】
　また、Ｘ方向およびＹ方向においてマス部材５３の肉厚を異ならせるようにしたので、
マス部材４３がＸ方向およびＹ方向を回転中心とした軸周りに回転したときの慣性モーメ
ントを調整することができ、Ｘ方向およびＹ方向を回転中心とした軸周りの固有振動数を
異ならせることができる。
【００８６】
　また、ゴム部材５４の外周部に突起部５７を設け、突起部５７がＺ方向を回転中心とし
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た軸周りに対してマス部材５３の内周部に係合する傾斜面５７ａを有するので、突起部５
７の傾斜面５７ａの傾斜角度を小さくした場合に、ゴム部材５４がマス部材５３に当接す
るときの当接面積を小さくしてＺ方向を回転中心とした軸周りのゴム部材５４の剛性を小
さくするように調整し、突起部５７の傾斜面５７ａの傾斜角度を大きくした場合に、ゴム
部材５４がマス部材５３に当接するときの当接面積を大きくしてＺ方向を回転中心とした
軸周りのゴム部材５４の剛性を大きくするように調整することができる。このため、Ｚ方
向を回転中心とした軸周りの固有振動数を調整することができる。
【００８７】
　この結果、単一のダイナミックダンパ５１を用いて並進３方向の異なる共振周波数によ
る振動の増幅を抑制することができることに加えて、回転３方向の異なる共振周波数によ
る振動の増幅を抑制することができ、ダイナミックダンパ５１の設置スペースやコストが
増大するのを防止することができる。
【００８８】
　なお、本実施の形態では、マス部材５３の内周部に突起部５５を設けているが、ゴム部
材５４の外周部に突起部を設け、この突起部の傾斜面の傾斜角度を調整することにより、
ゴム部材５４の剛性を調整してもよい。
【００８９】
（第６の実施の形態）
　図９、図１０は、本発明に係るダイナミックダンパの第６の実施の形態を示す図である
。なお、本実施の形態では、トルクロッド１に取付けられるダイナミックダンパの構成が
異なるのみであり、その他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００９０】
　図９、図１０は、本発明に係るダイナミックダンパの第４の実施の形態を示す図である
。なお、本実施の形態では、トルクロッド１に取付けられるダイナミックダンパの構成が
異なるのみであり、その他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００９１】
　図９、図１０において、ダイナミックダンパ６１は、トルクロッド１に取付けられる内
筒部材６２と、内筒部材６２の周囲に内筒部材６２と同軸状に設けられた筒状の質量体で
あるマス部材６３と、内筒部材６２およびマス部材６３の間に設けられ、マス部材６３と
内筒部材６２とを弾性的に連結する弾性体としてのゴム部材６４とを備えており、ゴム部
材６４は、内筒部材６２の外周部とマス部材６３の内周部に加硫接着されている。
【００９２】
　また、内筒部材６２にはボルト穴６２ａが設けられており、このボルト穴６２ａを通し
てトルクロッド１にボルトを螺合することにより、マス部材６３がゴム部材６４を介して
トルクロッド１に弾性的に連結されている。
【００９３】
　一方、内筒部材６２およびマス部材６３の間の隙間Ｄ１、Ｄ２が第１の方向であるＸ方
向（車両の上下方向）と第１の方向と直交する第２の方向であるＹ方向（車両の前後方向
）とで異なる大きさとなるように、マス部材６３がＸ方向とＹ方向とで異形状に形成され
ている。
【００９４】
　すなわち、マス部材６３は、隙間Ｄ１が隙間Ｄ２よりも短くなるように横長に形成され
ており、内筒部材６２は、円状に形成されている。このため、ゴム部材６４は、内筒部材
６２を挟んでＸ方向の幅がＹ方向の幅に対して短くなっている。
【００９５】
　また、マス部材６３の内周部には突起部６５が形成されており、この突起部６５は、マ
ス部材６３の周方向に延在している。また、内筒部材６２の外周部には溝部６６が形成さ
れており、この溝部６６は、突起部６５に対向して内筒部材６２の周方向に延在している
。
【００９６】
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　また、突起部６５および溝部６６は、Ｘ方向およびＹ方向と直交する第３の方向である
Ｚ方向（車両の幅方向）に対して前後方向（Ｚ方向）に傾斜する傾斜面６５ａ、６６ａを
それぞれ有している。また、マス部材６３の肉厚は、Ｘ方向およびＹ方向において異なっ
ており、マス部材６３のＸ方向の肉厚Ｄ３がＹ方向の肉厚Ｄ４に対して小さくなっている
。
【００９７】
　また、ゴム部材６４の外周部には係合部としての突起部６７が設けられており、この突
起部６７は、ゴム部材６４の周方向に等間隔で設けられている。また、マス部材６３の内
周部には溝部６８が設けられており、この溝部６８には突起部６７が係合するようになっ
ている。
【００９８】
　突起部６７は、Ｚ方向を回転中心とした軸周りに対して溝部６８に係合する傾斜面６７
ａを有しており、溝部６８は、傾斜面６７ａと同じ傾斜角度の傾斜面６８ａを有している
。なお、突起部６５は、マス部材６３のＺ方向の中央部に設けられているため、溝部６８
は突起部６５を除いたマス部材６３の内周部に設けられている。
【００９９】
　本実施の形態では、内筒部材６２およびマス部材６３の間の隙間がＸ方向とＹ方向とで
異なる大きさとなるように、内筒部材６２をＸ方向とＹ方向で異形状に形成したので、内
筒部材６２およびマス部材６３の間の隙間Ｄ１、Ｄ２の大きさを調整することにより、内
筒部材６２およびマス部材６３の間に介装されるゴム部材６４の形状をＸ方向とＹ方向と
で異なる形状にすることができる。このため、Ｘ方向とＹ方向とでゴム部材６４の剛性、
すなわち、固有振動数を異ならせることができる。
【０１００】
　また、マス部材６３の内周部に周方向に延在する突起部６５を形成し、突起部６５に、
Ｚ方向に対して前後方向に傾斜する傾斜面６５ａを設けたので、突起部６５の傾斜面６５
ａの傾斜角度を小さくした場合に、突起部６５へのゴム部材６４の当接面積を少なくして
Ｚ方向のゴム部材６４の剛性を小さくするように調整し、突起部６５の傾斜面６５ａの傾
斜角度を大きくした場合に、突起部６５へのゴム部材６４の当接面積を大きくしてＺ方向
のゴム部材６４の剛性を大きくするように調整することができ、ゴム部材６４のＺ方向の
固有振動数を調整することができる。
【０１０１】
　また、Ｘ方向およびＹ方向においてマス部材６３の肉厚を異ならせるようにしたので、
マス部材６３がＸ方向およびＹ方向を回転中心とした軸周りに回転したときの慣性モーメ
ントを調整することができ、Ｘ方向およびＹ方向を回転中心とした軸周りの固有振動数を
異ならせることができる。
【０１０２】
　また、ゴム部材６４の外周部に突起部６７を設け、突起部６７がＺ方向を回転中心とし
た軸周りに対してマス部材６３の内周部に係合する傾斜面６７ａを有するので、突起部６
７の傾斜面６７ａの傾斜角度を小さくした場合に、ゴム部材６４がマス部材６３に当接す
るときの当接面積を小さくしてＺ方向を回転中心とした軸周りのゴム部材６４の剛性を小
さくするように調整し、突起部６７の傾斜面６７ａの傾斜角度を大きくした場合に、ゴム
部材６４がマス部材６３に当接するときの当接面積を大きくしてＺ方向を回転中心とした
軸周りのゴム部材６４の剛性を大きくするように調整することができる。このため、Ｚ方
向を回転中心とした軸周りの固有振動数を調整することができる。
【０１０３】
　この結果、単一のダイナミックダンパ６１を用いて並進３方向の異なる共振周波数によ
る振動の増幅を抑制することができることに加えて、回転３方向の異なる共振周波数によ
る振動の増幅を抑制することができ、ダイナミックダンパ６１の設置スペースやコストが
増大するのを防止することができる。
【０１０４】
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　なお、本実施の形態では、マス部材６３の内周部に突起部６５を設けているが、ゴム部
材６４の外周部に突起部を設け、この突起部の傾斜面の傾斜角度を調整することにより、
ゴム部材６４の剛性を調整してもよい。
【０１０５】
　なお、本実施の形態では、ダイナミックダンパを制振対象部材としてトルクロッドに適
用しているが、制振対象部材としては、自動車のドライブシャフトのように少なくとも並
進３方向または並進３方向と回転方向に振動するものに適用してもよい。また、ドライブ
シャフト等にダイナミックダンパが取付けられる場合には、内筒部材がドライブシャフト
の周囲を取り囲むようにしてドライブシャフトに取付けられる。
【０１０６】
　また、今回開示された実施の形態は、全ての点で例示であってこの実施の形態に制限さ
れるものではない。本発明の範囲は、上記した実施の形態のみの説明ではなくて特許請求
の範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内での全ての変更が含ま
れることが意図される。
【０１０７】
　以上のように、本発明に係るダイナミックダンパは、設置スペースやコストが増大する
のを防止しつつ、並進３方向の共振周波数による振動の増幅を抑制することができるとい
う効果を有し、制振対象部材の共振周波数による振動の増幅を抑制することができるダイ
ナミックダンパ等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本発明に係るダイナミックダンパの第１の実施の形態を示す図であり、ダイナミ
ックダンパが取付けられたトルクロッドを有する車両の要部構成図である。
【図２】本発明に係るダイナミックダンパの第１の実施の形態を示す図であり、（ａ）は
、ダイナミックダンパの正面図、（ｂ）は、ダイナミックダンパの側面断面図である。
【図３】本発明に係るダイナミックダンパの第２の実施の形態を示す図であり、（ａ）は
、ダイナミックダンパの正面図、（ｂ）は、ダイナミックダンパの側面断面図である。
【図４】本発明に係るダイナミックダンパの第３の実施の形態を示す図であり、（ａ）は
、ダイナミックダンパの正面図、（ｂ）は、ダイナミックダンパの側面断面図である。
【図５】本発明に係るダイナミックダンパの第４の実施の形態を示す図であり、ダイナミ
ックダンパの正面図である。
【図６】本発明に係るダイナミックダンパの第４の実施の形態を示す図であり、（ａ）は
、図５のＡ－Ａ方向断面図、（ｂ）は、図５のＢ－Ｂ方向断面図である。
【図７】本発明に係るダイナミックダンパの第５の実施の形態を示す図であり、ダイナミ
ックダンパの正面図である。
【図８】本発明に係るダイナミックダンパの第５の実施の形態を示す図であり、（ａ）は
、図７のＡ－Ａ方向断面図、（ｂ）は、図７のＢ－Ｂ方向断面図である。
【図９】本発明に係るダイナミックダンパの第６の実施の形態を示す図であり、ダイナミ
ックダンパの正面図である。
【図１０】本発明に係るダイナミックダンパの第６の実施の形態を示す図であり、（ａ）
は、図９のＡ－Ａ方向断面図、（ｂ）は、図９のＢ－Ｂ方向断面図である。
【符号の説明】
【０１０９】
　１　トルクロッド（制振対象部材）
　１１、２１、３１、４１、５１、６１　ダイナミックダンパ
　１２、２２、３２、４２、５２、６２　内筒部材
　１３、２３、３３、４３、５３、６３　マス部材（質量体）
　１４、２４、３４、４４、５４、６４　ゴム部材（弾性体）
　１５、２５、３５、４５、５５、６５　突起部
　２４ａ、５４ａ　穴
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　４７、５７、６７　突起部（係合部）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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